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1

四谷地区 ① 四谷自然樹林
② 四谷北通緑地
③ 四谷南通緑地
④ 四谷南通第2緑地
⑤ 四谷下堰緑地

1 緑地案内図
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2
2 選択除草の目的

林床にある植物は様々な環境で生育しています。陽当たりを好む草本、木陰を好む草本、湿った環境

を好む草本と多種多様な植物の環境に合わせた管理をしなければなりません。

緑地によって特徴がありますので何を取り除き、何を残すかを選択し生物多様性を意識した環境

外来植物は種を大量に飛ばしたり、成長が早いため在来植物と競合して生育場所を拡大していきます。

繁殖力の強い外来種を継続して取り除いていく事で在来植物の緑地にできるようになります。

例えば匍匐茎のヘビイチゴやカキドオシなどの在来植物を保護し、グランドカバーによって広がると

選択除草は繁殖力の強い外来植物を抜いて、在来植物の緑地を造ることを目的とします。

従来の草刈管理では在来種・外来種共に刈りこんで根を温存していました。成長は外来種の方が

早く背丈が伸長する為、外来種が繁茂していました。

外来種の侵入も抑制できます。また在来草本の群生地を造ることでも抑制できます。

づくりが大切になります。

群生したイヌタデ

ヘビイチゴ
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抜根除草は除去対象の草を根っこから引き抜きます。刈り取ってしまうと根が残ってしまう為、
人力作業で鎌やスコップを使い根を取り残さないよう行います。

①抜根除草の方法

3 選択除草

浅根性のヘラオオバコは鎌で 浅根性のハルジオンは鎌で

球根のハナニラは移植ゴテで 深根性のエゾノギシギシはスコップで
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植物は根の浅いものや深いもの球根類などがあり、植物によって駆除方法を考えなけ
ればなりません。除去をしても、球根類の取り残しや深根性の根を途中で切ってしまうと
残った根から発芽します。

比較的簡単に抜根できる。鎌などを使い根をかきとる

根が深いためスコップ等で掘り起こす。若いものは簡単に抜けるが大きくなると困難、途中で根を切って
しまうと根を太らせ再度顔を出す。

地下茎を伸ばして増えていく。途中で根を 球根を取りこぼさないよう掘り取ります。
切らないよう探りながら掘り取ります。 小さなものは笊で振るい取り除きます。

【深根性の草本】

ヨウシュヤマゴボウ

【球根の草本】

ウラジロチチコグサ

【浅根性の草本】

【地下茎で繁茂する草本】

イヌムギ

【植物は様々な根をしている】

ナガミヒナゲシ

ハナニラセイバンモロコシ
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繁茂した草の下層にはスゲ類が生息。（マスクサやヌカスゲなど）
背の高くなる草を抜根除草し、スゲだけを残すことで他の草の抑制を図る。
草刈を実施すると全体的には早くきれいになるが、根が残った外来植物のほうが伸長が
早いため競合により在来種が埋もれてしまいます。根から確実に取り除くことが重要になります。

作業前 作業後

②選択除草の効果

残すべき草本類を定め、取り除くべき草本類を除去することにより景色は変化していきます。

除草後のスゲ群
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植生調査によって判明したその土地に自生している草本類の数種を選定します。スゲ類などの常緑草本
やカンゾウやヘビイチゴなどは比較的群生地を形成しやすいです。
群生地が拡大していくと外来種の進入を抑制できるようになります。
しかしながら特定の種類だけを増やしすぎても多様性に欠けてしまうので多様な植物が棲み分けできる
ようにバランスが大切になります。

手前の陽当たりが良い場所にはアオスゲ、ヤブスゲ、ヌカスゲなどのスゲ類が自生。
木陰にはカンゾウやヤワラスゲなどが自生しています。残すべき植物を選定したら競合している草を
除草します。残した植物は競合相手がいなくなり群生地を拡大しやすくなります。

ノカンゾウ、ヤブカンゾウは6月頃から開花し始めるので茎が伸びきる前までに除草を行います。
茎が伸びきってしまうと花芽を落としたり茎を折ってしまう為、タイミングが重要。

③残すべき植物の選定
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緑地では在来植物の種を採取して播種を行っています。
個体数が少ないものを増やし多種多様な在来種で緑地を形成することを目標にしています。
特にノカンゾウなどは東京都レッドブックリストで準絶滅危惧（NT)に区分されています。
生息環境の変化に伴い個体数が減少することもあり得るため種の保存に取り組んでいます。
緑地では【持ち込まない・持ち出さない】を原則としていますので各緑地内で播種をおこなっています。

④種取り・播種

種採取状況 種採取状況

カンゾウの種 チカラシバの種

播種状況 播種状況
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播種や生育環境の整備によって個体数が著しく増えた在来種
チカラシバ、オカトラノオなどは植生管理が始まった当時は緑地ではみられませんでした。
樹木を剪定や伐採し、林床を明るくしたことにより生育環境が整い、埋没していた種が発芽した
のではと考えられます。

【令和3年度】 【令和5年度】

チカラシバは播種により個体数が増えました。今後は抑制管理をおこなっていきます。

【令和4年度】 【令和5年度】

オカトラノオは地下茎で増えていきます。すぐに群生地になるようで今後に注視です。

【令和2年度】 【令和5年度】

アマナは開花時期が短いため存在に気付きにくい。林床に陽ざしを入れ、落ち葉かきをしたところ
個体数が目立って見えるようになった。

⑤個体数が増えた在来種

チカラシバ

オカトラノオ

アマナ
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緑地の景観を意識して、自然樹形の剪定を実施。【令和３年、４年度】

高中木が茂りすぎると樹木の根元に日照が入らなくなる為、下草の生育条件が変わってしまう。
そのため剪定の実施から1年～2年で状況判断し剪定をする必要があります。

①高中木の手入れ

高中木の管理4

剪定後

剪定前 剪定後

剪定前

四谷下堰緑地

剪定後剪定前
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枯損木は日照不足や夏の暑さ、腐り、ナラ枯れ等などの要因で発生します。
枯損木を発見したら安全の面から早急に伐採処理を行います。

【令和6年度】

【令和6年度】

またニセアカシア（ハリエンジュ）は要注意外来生物に指定されていて、アレロパシー作用
（他の植物の成長を阻害する）をもつ、生態系に影響を及ぼす樹木の為伐採対象。

下草に影響が出ないよう令和３年度、４年度で伐採を実施。

②枯損木等の伐採

立ち枯れのコナラ

ナラ枯れのシイノキ




